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	市場別ＳＲＤ

	· サービスおよびフィーチャに対する要求内容やレベルが機種毎にバラバラ
· フィーチャの共通化による開発作業の効率化が計れない
· 提供できるサービスや使い勝手に一貫性が無い

	・商品/システムの企画（PP08）、機能の割り当て（PP11）、新製品企画の確定（PP12）

・

	· ｻｰﾋﾞｽおよびﾌｨｰﾁｬ要求内容を顧客視点で統一する事を目的に、市場別ＳＲＤ*を作成
*SRD（System Requirement Description）

· 顧客要求を顧客視点で市場別に記述したｻｰﾋﾞｽ編とﾌｨｰﾁｬ編の2種類の要求書で構成する

   ・　市場別SRD ｻｰﾋﾞｽ編　
　　　   ｻｰﾋﾞｽ要求を顧客視点で市場別に規定（コトへの機能要求）
　　　   （使い勝手/操作/UI関連の要求項目および内容はTBD）
　　　　  → 同一市場への提供ｻｰﾋﾞｽの内容を統一
     ・　市場別SRD ﾌｨｰﾁｬ編　
　　　    ｻｰﾋﾞｽを使用する際のﾌｨｰﾁｬ要求を顧客視点で市場別に規定
　　　　  →ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾚﾍﾞﾙでの使い勝手（顧客の操作とｻｰﾋﾞｽの見せ方）を統一

・テーマに応じた作業チームを基本とした作成活動

	· 市場別に定義されたSRDを個々の商品企画へ展開する事により、機種間でのサービス/フィーチャの整合性を計る事ができた。

· 機種ユニークなサービス/フィーチャの開発が大幅に減少し、開発作業が効率化した。

	· 山梨大学 郷 健太郎 先生

· Xerox Corporation

	· Context of Useの理解を行なう手段としてのシナリオベースドデザインの活用方法

	· （新商品開発に積極的に展開中）



	· 機能に対する要求項目としては策定プロセスを含め整備されつつあるが、使い勝手/UI関連の要求項目および内容に関しては今後整備していく必要がある
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